
横浜市立南高等学校 

・附属中学校同窓会

平成２９年 総会議案書 

日時：平成２９年１０月１日 １３時より 

会場：南高ホール 

（本会の会計・活動年度は６月１日より５月３１日までです） 
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平成２９年 総会次第 

平成２９年１０月１日 南高ホール 

 

１． 開会挨拶 司会 理事 内藤一彦 

 

２． 会長挨拶  

 

３． 来賓紹介 会長 石川直弘 

 

４． 来賓代表挨拶 

南高等学校 校長 三浦昌彦 様 

 

５． 議事   議長 会長 石川直弘 

 第１号議案 

  同窓会規約（内規）の改定 会長 石川直弘 

 第２号議案 

  平成２７・２８年度 活動報告 副会長（事業担当） 山形和弥 

    副会長（総務担当） 菊地晶江 

 第３号議案 

  平成２７・２８年度 会計報告 副会長（会計担当） 高田桂子 

  平成２７・２８年度 監査報告 監事 北見昭八 

 第４号議案 

  平成２９・３０年度理事役員の承認 会長 石川直弘 

 第５号議案 

  平成２９・３０年度 活動計画 副会長（事業担当） 山形和弥 

 第６号議案 

  平成２９・３０年度予算  副会長（会計担当） 高田桂子 

 

６． 閉会挨拶  司会 理事 内藤一彦 

 

 

総会閉会後に、同窓会創立６０周年記念講演会を行います。 
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横浜市立南高等学校・附属中学校同窓会会則 

第１章 総則 
第１条 （名称）本会は横浜市立南高等学校・附属中学校同窓会（通称 南高同窓会）と称し、本部を

同会会長宅、事務所を横浜市立南高等学校・附属中学校（以下母校という）内に置く。 

第２条 （目的）本会は、会員相互の親睦を図り、その福祉を増進し、併せて母校発展に寄与する。 

第３条 （事業）本会は、前条の目的達成のために次の事業を行う。親睦を目的とした集会等を行うと
共に、同期会の開催を促進する。 

１． 会報を発行する。 

２． 母校への協力と必要に応じた援助を行う。 

３． その他、本会の目的に必要な事業を行う。 

第４条 （会務年度）本会の会務年度は、役員の任期が始まる年の６月１日から翌年の５月３１日まで
とする。（ただし、平成２４年度は平成２４年４月１日から平成２５年５月３１日までとする。） 

 

第２章 会員 
第５条 （会員）本会の会員を分けて次の通りとする。 

１． 正会員 

２． 特別会員 

第６条 （正会員）正会員は母校卒業生とする。 

第７条 （特別会員）特別会員は母校現旧職員とする。 

第８条 （会員となる手続き） 

１． 会員は本会則を承諾した上で、入会にあたり氏名、住所、連絡先等を本会に届けるものとする。
住所、氏名等に変更があった場合は本会に連絡する。 

２． 正会員は終身会費１０，０００円を本会に納入することによって登録される。なお、納入され
た終身会費は理由の如何によらず返還されない。 

 

第３章 理事・役員等 
第９条 （理事・幹事）本会は会の実務を執行するために理事および幹事を置く。 

１． 理事は理事会において正会員の中から選出する。 

２． 理事は原則として１０名以上３０名以内とする。 

３． 幹事は各クラスからおおむね２名を選出し各期の幹事会を構成する。 

４． 卒業時の幹事会から１名または２名の理事を推薦し、理事会の承認を得る。 

５． この推薦制度は６０期生の卒業時から実施されるが、理事会は５９期以前の幹事会からの推薦
を受けることができる。 

６． 前項４により承認された理事が学生の場合、その任期は一応在学期間とする。 

第１０条 （役員・会計監査）本会は会の運営のために次の役員および会計監査を置く。 

１． 会長１名 

２． 会長代理１名 

３． 副会長３名（総務担当・財務会計担当・事業担当） 

４． 会計監査２名 

第１１条 （名誉会長）本会の相談役の代表として名誉会長を置くことが出来る。 

第１２条 （役員の選出） 

１． 会長、副会長は理事会において正会員の中から選出する。 

２． 会長代理は会長が必要と判断したときに指名し、理事会の承認を得る。 

３． 会計監査は理事会において正会員の中から選出する。 

第１３条 （役員・理事の職務） 

１． 会長は本会を代表し、会務全体を統括する。 

２． 会長代理は会長を補佐し、会長に事故ある時は会長の職務を代行する。 

３． 副会長は会長および会長代理を補佐し、担当業務を統括する。 

４． 理事は幹事を統括し、会員の代表として議案の審議にあたると同時に、会務に必要な職務を分
担する。 

第１４条 （幹事の職務） 

１． 幹事は会員との連携を密にするとともに、本会の円滑な運営のために理事会に協力する。 

２． 幹事はそれぞれの期の同期会を企画、運営する。 
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第１５条 （会計監査）会計監査は理事会から独立し、本会の経理を監査する。 

第１６条 （役員・理事の任期） 

１． 本会役員・理事の任期は２ヵ年とする。但し、入会初年度の役員の任期は、当該会務年度の終
わりまでとする。 

２． 本会役員・理事は再選されることができる。 

３． 本会役員・理事は任期満了に至も後任者が就任するまでは、その職務を継続する。 

第１７条 （補欠役員）役員が欠けた場合および執行不能となった場合は、直ちに補欠役員を選出する。
補欠役員の任期は、前任者の残任期間とする。 

第１８条 （相談役）本会に相談役を置くことができる。 

１． 相談役は、本会の役員・理事経験者の中から、理事会で選出する。 

２． 相談役は、会長の求めに応じて会の運営全般について助言を行う。 

第１９条 （顧問）本会に名誉顧問並びに顧問を置く。 

１． 名誉顧問は母校校長を推す。 

２． 顧問は母校教職員の中から適任者を会長が委嘱し、会務の相談にあずかる。 

 

第４章 理事会 
第２０条 （理事会） 

１． 理事会は本会の執行機関であり、理事並びに会長、会長代理、副会長および会計を持って構成
する。 

２． 理事会は必要に応じて会長が招集する。なお、理事の３分の１の署名を持って開催を求められ
たときは、会長は速やかに理事会を招集しなければならない。 

３． 理事会の成立要件は、委任状を含めた理事の３分の２の出席、並びに委任状を含めた出席者の
過半数の同意によって議決する。 

４． 理事会の議長は会長があたる。なお、議長は議決に加わらないが、同数の場合は議長が決定す
る。 

第２１条 （理事会に付議する事項） 

１． 理事会は次の事項を作成、審議し総会において承認を得る。 

（１） 会則改定案および細則案 

（２） 事業報告および決算（毎年行う） 

（３） 事業計画および予算（毎年行う） 

（４） 理事、役員、会計監査の選出 

（５） 各期幹事の委嘱 

２． その他、会の目的達成のために必要と認められた事項の決定を行う。 

 

第５章 総会 
第２２条 （開催および運営） 

１． 理事・役員の改選にあわせて２年に１回ごとに、所在が確認されているすべての会員に通知を
して総会を開催する。 

２． 総会の議長は会長があたる。 

３． 議長は議決に加わらないが、同数の場合は議長が決定する。 

４． 総会の欠席者は当日の議決権を議長に委任したものとする。 

第２３条 （意見の集約） 

１． 会員は総会において、議長の指名により自由な意見を述べることができる。 

２． 総会に出席できない会員は書面を持って意見を述べることができる。 

第２４条 （内容） 

１． 総会においては理事会より提出された次の事項を審議し承認を行う。 

（１） 会則の改定 

（２） 事業報告および決算（２年分） 

（３） 事業計画および予算（２年分） 

（４） 理事、役員、会計監査の改選 

２． 各事項の承認には、出席者の過半数の賛同を必要とする。 
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第６章 同期会  
第２５条 （開催） 

１． 同期会の開催を同窓会の重要な活動と位置づけ以下の活動を行う。 

（１） 同窓会主催の「同期会」を入会した年（卒業した年）の５月第３日曜日に開催する。 

（２） 同期会の開催に当たっては細則に決められた額の補助を行う。 

（３） 必要に応じて、同窓会が中心となる同期会を開くことができる。 

 

第７章 経理 
第２６条 （経費）本会の経費は、入会の際に納入する終身会費、寄付金およびその他の収入をもってこ

れにあてる。なお、いったん納入された会費はいかなる理由があってもこれを返還しない。 

第２７条 （会計） 

１． 本会の会計は予算に則って行う。 

２． 臨時の支出および予見しがたい予算の不足に対処するための支出については、理事会の議決を
経なければならない。 

 

第８章 個人情報の管理 
第２８条 （個人情報に関する説明義務）同窓会は入会希望者に対し、同窓会における個人情報の取り扱

いについて説明する。 

第２９条 （情報の取得）同窓会の目的達成のために、学校側の了解のもとに学校から卒業予定者の氏名、
住所等を直接取得することがある。 

第３０条 （情報の使途）同窓会会則第２条および第３条に示す同窓会の目的に沿ってのみ使用する。な
お、同期会、クラス会、クラブＯＢ会等、同窓生の親睦会開催のため、開催責任者から名簿の
提供を求められたときは、先方の使途および適切な管理方法を確認した上で提供することがあ
る。 

第３１条 （情報の管理）本会が取得した個人情報については会長が厳正に管理する。なお、本人から疑
義あるいは削除、訂正の要請があった場合は、本人の意向に従う。 

第３２条 （委託管理）名簿作成などで業務を第三者に委託する場合は、委託先における管理責任を文書
で確認する。 

 

付 則 
第１条 本会運営上の細目に関しては別に細則を設けることができる。 

第２条  

１． 本会則は昭和３７年９月１日より施行する 

２． 昭和３２年３月１日施行の会則は本会則施行の日より廃止する 

３． 本会則は昭和４６年５月一部改定 

４． 本会則は昭和４８年５月一部改定 

５． 本会則は昭和５２年５月一部改定 

６． 本会則は昭和６２年５月一部改定 

７． 本会則は平成７年５月一部改定 

８． 本会則は平成１７年５月一部改定 

９． 本会則は平成２３年４月一部改定 

１０． 本会則は平成２３年６月一部改定（名称変更） 

１１． 本会則は平成２４年３月一部改定（総会規定変更） 

１２． 本会則は平成２５年８月一部改定（入会手続き変更） 

１３． 本会則は平成２７年５月一部改定（理事定員、幹事の役割変更） 

 

付 記（会長在任期間） 
初 代 １９５７．４．１～１９５９．３．３１ 阪柳 定男（１期） 

第二代 １９５９．４．１～１９６２．３．３１ 松村 祥男（１期） 

第三代 １９６２．４．１～１９６３．３．３１ 阿部  紘（２期） 

第四代 １９６３．４．１～１９６８．３．３１ 阪柳 定男（１期） 

第五代 １９６８．４．１～２００７．３．３１ 松村 祥男（１期） 

第六代 ２００７．４．１～２０１１．３．３１ 小後摩 基（５期） 

第七代 ２０１１．４．１～          石川 直弘（９期） 
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横浜市立南高等学校・附属中学校同窓会会則内規（案） 

【財務方針】 

１． 年間収入に対する支出割合はおおむね以下の通りとする。 

① 同期会等本校同窓会員の活動、同窓会主催の行事等に５０％ 

② 現役生徒の就学関係補助・生徒活動補助等に３０％ 

③ 同窓会運営に１０％ 

④ 特別会計（周年事業、運営積み立て、学校支援等）に１０％ 

２． 同期会等本校同窓会員の活動に関する支出はおおむね以下の通りとする。 

① 同期会（クラス会は除く）は、名簿確認、同期会奨励費として参加者が５０人程度以上の場合、
金３０，０００円を贈る。 

② 部活ＯＢ会、ＯＢ会発表会等は名簿確認、祝い金として５，０００円または同程度の花飾りを
贈る。出金の対象については会長が担当副会長と協議して決める。 

３． 現役生への就学関係補助等については学校と協議して決める。 

 

【慶弔関係】 

１． 弔事に関しては以下の場合に喪主と相談の上、時価（１５，０００円程度）の生花を献ずる。 

① 生徒本人の死亡 

② 本校現役教職員の死亡 

③ 名誉顧問・顧問の死亡 

④ 理事本人の死亡 

⑤ 相談役本人の死亡 

⑥ その他会長が必要と認めた場合は、担当副会長と協議して決める。 

なお、遺族からのお返しの義は受けないものとする。 

２． 慶事に関しては支出を行わない。 

 

【附則】 

１． この細則は平成２３年６月２３日より施行する 

２． この細則は平成２６年１月１１日一部改定 

３． この細則は平成２８年６月２９日一部改定（同期会奨励金） 
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平成２７・２８年度 事業活動報告 

事業担当副会長 山形和弥 

 

・清掃活動 

毎年度同窓会主催の清掃活動に、南高附属中学校の美化委員１年から３年までの生徒たち約２０名が、
１０月と３月に参加してくれました。 

上永谷ルートと上大岡ルートの二手に分かれ、同窓会理事と付添の教員の方々と共に、通学路のごみ
を軍手にトングとゴミ袋といういでたちで清掃にあたりました。途中、住民の方々からの挨拶や激励も
あり、約 1 時間かけて通学路を綺麗にしました。生徒たちは、たばこの吸い殻、ペットボトル、菓子袋
など多くのゴミが回収できたこと、また私達理事と一緒に同じ目的の作業をし、共有体験ができたこと
に喜びを感じておりました。 

この活動も来年度も継続事業として行います。 

 

・二十歳の同期会 

同窓会主催で、５８期、５９期の同期会を行いました。各期とも１００名を超える参加者があり、５
３期から始めたこの事業も、ようやく定着した感があります。開催時期を成人の日の一週間後としたの
が結果として良かったことと、卒業直後の同期会でアナウンスをしておいたのも効果があったと思われ
ます。 

今後も同窓会の継続事業としていきます。 

 

・卒業直後の同期会 

毎年卒業直後の５月第二日曜日に、最初の同期会を同窓会主催で南高食堂にて行っております。１学
年５クラスになった５９期、６０期の同期会ともに１００名前後の参加があります。卒業時に同窓会に
加入しなかった方々も当日加入いただき、恩師とクラスメイトの久々の再会にできるとあって、毎年大
盛況な会として定着しております。 

この同期会も同窓会の定例事業として続けていくことで、次回の二十歳の同期会開催に繋げていきま
す。 

 

・南高祭 展示の部 参加 

「想い出箱」という展示名で南高祭に参加し、喫茶サービスと、卒業アルバムの閲覧、南高年表の掲
示、歴代の部活動の紹介を行っております。 

毎年２日間で１，０００名以上の来場者があり、手作りの年表、歴代の卒業アルバムの閲覧等、ＯＢ、
ＯＧの方々が懐かしい思い出に浸れる場として、また、改めて南高の素晴らしさを多くの方々にアピー
ルできる場として毎年参加していきます。 

 

同窓会協力行事 

・イカ解剖 

２７年度中学２年生、２８年度中学１年生の生物の授業の一環として「イカ解剖実習」のイカの提供
をし、イカ釣り漁業の紹介をしました。解剖後、食材としてイカをいただくという、生物の授業を超え
た総合学習に近い形で実施されました。 
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平成２７・２８年度 総務・財務活動報告 

  

平成 月 日 曜日 時より 活動内容 活動場所

27 6 18 木 19:00 第1回理事会 南公会堂

6 26 金 19:00 歓送迎会 上大岡　・福ろく寿

7 11 土 14:00 会計監査 港南地区センター

7 16 木 19:00 第2回　理事会 南公会堂

8 20 木 19:00 第3回　理事会 南公会堂

9 5 土 8:30 南高祭 南高

9 6 日 9:00 南高祭 南高

9 12 土 18;00 第4回　理事会 ひまわりの郷

10 24 土 13:00 清掃活動 南高

11 6 金 19:00 58期二十歳・同期会幹事打ち合わせ 上大岡　・リヴァージュ

12 12 土 18:00 第5回　理事会 南公会堂

28 1 16 土 11:30 58期二十歳の同期会 関内　・パセラリゾーツ

1 16 土 15:30 第6回　理事会 関内　・パセラリゾーツ

2 19 土 19:00 第7回　理事会 港南公会堂

3 2 水 9:30 60期　南高卒業式 南高

3 12 土 13:00 清掃活動 南高

3 12 土 15:00 第8回　理事会 桐生事務所

3 22 火 13:00 南高附属中卒業式 南高

4 5 火 14:30 南高附属中入学式 南高

4 6 水 9:10 63期　南高入学式 南高

4 15 金 19:00 60期同期会・幹事打ち合わせ 上大岡　・リヴァージュ

5 15 日 11:00 60期　卒業直後の同期会 南高

5 28 土 19:00 第9回　理事会 港南公会堂

  平成27年度　　活動報告　　総務・財務

平成27年6月1日～平成28年5月31日

また、上記のほかに学校との打ち合わせを９回実施しています。



第２号議案 

－ 9 － 

 

 

 

 

 

平成 月 日 曜日 時より 活動内容 活動場所

28 6 29 水 19:00 第1回理事会 港南公会堂

6 10 金 19:00 歓送迎会 上大岡　・福ろく寿

8 12 木 19:00 第2回　理事会 港南公会堂

9 3 土 8:30 南高祭 南高

9 4 日 9:00 南高祭 南高

10 20 木 19:00 第3回　理事会 港南公会堂

11 26 土 13:00 清掃活動 南高

11 26 土 15:00 第4回　理事会 桐生事務所

11 18 金 19:00 59期二十歳・同期会幹事打ち合わせ 上大岡　・リヴァージュ

12 9 金 19:00 会計監査 港南地区センター

29 1 14 土 11:30 59期二十歳の同期会 関内　・パセラリゾーツ

1 14 土 15:30 第5回　理事会 関内　・パセラリゾーツ

4 7 金 19:00 第6回　理事会 港南地区センター

3 2 水 9:30 61期　南高卒業式 南高

3 11 土 12:30 清掃活動 南高

3 24 金 13:00 南高附属中卒業式 南高

4 5 水 14:30 南高附属中入学式 南高

4 6 木 9:10 64期　南高入学式 南高

4 14 金 19:00 61期同期会・幹事打ち合わせ 上大岡　・リヴァージュ

5 21 日 11:00 61期　卒業直後の同期会 南高

  平成28年度　　活動報告　　総務・財務

                                                                       平成28年6月1日～平成29年5月31日

また、上記のほかに学校との打ち合わせを９回、同窓会報編集会議を3回実施しています。



第３号議案 

－ 10 － 

 

平成２７・２８年度 会計報告 

 

  



第３号議案 

－ 11 － 

 

 

  



第３号議案 

－ 12 － 

 

 

  



第３号議案 

－ 13 － 

 

 

  



第３号議案 

－ 14 － 

 

 



第３号議案 

－ 15 － 

 

  



第３号議案 

－ 16 － 

 

 

  



第３号議案 

－ 17 － 

 

 

  



第３号議案 

－ 18 － 

 

 

  



第３号議案 

－ 19 － 

 

 

  



第３号議案 

－ 20 － 

 

 



第３号議案 

－ 21 － 

 

 

 



第４号議案 

－ 22 － 

 

平成２９・３０年度 理事一覧 

役 職 分 掌 期 氏 名 

会 長 統  括 ９ 石川 直弘 

会長代理 会長補佐 １３ 桐生 秀昭 

副会長 事業担当 １８ 山形 和弥 

副会長 財務会計担当 １８ 高田 桂子 

副会長 総務担当 １４ 菊地 晶江 

理 事 事 業 １３ 岩本しのぶ 

理 事 事 業 １５ 中村 宏幸 

理 事 事 業 ２６ 粕谷 正伸 

理 事 財務会計 ２０ 内藤 一彦 

理 事 財務会計 ２６ 山田 裕之 

理 事 総 務 ２３ 比留川秀一 

理 事 総 務 ２６ 長澤 嘉訓 

理 事 総 務 ４５ 只木  聡 

理 事 総 務 ５４ 荒川 飛鳥 

理 事 総 務 ６０ 柿﨑 真優 

理 事 総 務 ６０ 川路 季輝 

理 事 総 務 ６１ 高岡 純也 

理 事 総 務 ６１ 古瀬 智美 

    

監 事 税理士 １０ 北見 昭八 

監 事  ３０ 荒川 尚美 

 

 



第５号議案 

－ 23 － 

 

平成２９・３０年度 事業・総務・財務活動計画 

 

 

 

月・日 内　　容 活動場所 担当・参加予定者

7月 会計監査 港南地区センター 三役・会計監査

9月9・10日 南高祭参加 南高 理事

10月1日 総会・60周年記念講演会 南高ホール 同窓生・PTA・後援会

11月 清掃活動 南高通学路 理事・附属中環境美化委員・有志

H30年1月13日 60期二十歳の同期会 パセラリゾーツ 60期生・理事

3月 62期　南高卒業式 南高 正副会長

3月 清掃活動 南高通学路 理事・附属中環境美化委員・有志

3月 南高附属中卒業式 南高 正副会長

4月 南高附属中・南高入学式 南高 正副会長

5月20日 62期卒業直後の同期会 南高 62期生・理事

港南地区センター 理事

南高 会長

南高 会長・会計担当副会長

平成29年度　事業・ 総務・財務　活動計画（案）
平成29年6月1日～平成30年5月31日

理事会　6回　予定

青垣ファンド運営委員会

学校運営連絡協議会　3回　予定

月・日 内　　容 活動場所 担当・参加予定者

７月 会計監査 港南地区センター 三役・会計監査

９月 南高祭参加 南高 理事

１１月 清掃活動 南高通学路 理事・附属中環境美化委員・有志

１月 61期二十歳の同期会 パセラリゾーツ 61期生・理事

３月 63期　南高卒業式 南高 正副会長

３月 清掃活動 南高通学路 理事・附属中環境美化委員・有志

３月 南高附属中卒業式 南高 正副会長

４月 南高附属中・南高入学式 南高 正副会長

５月 63期卒業直後の同期会 南高 63期生・理事

港南地区センター 理事

南高 会長

南高 会長・会計担当副会長

平成30年6月1日～平成31年5月31日

青垣ファンド運営委員会

理事会　6回　予定

平成30年度　事業・ 総務・財務　活動計画（案）

学校運営連絡協議会　3回　予定



第６号議案 

－ 24 － 

 

平成２９・３０年度 予算案 

 

  

【収入の部】 【支出の部】
２８年度決算 ２９年度予算 ２８年度決算 ２９年度予算

1.会費収入 (2,029,000) (2,150,000) 1.事　業　費 (1,541,787) (2,955,000)

入会金 1,678,000 1,800,000 自主企画事業費 1,126,678 1,000,000

二十歳の同期会会費 351,000 350,000 同期会奨励金 190,000 60,000

母校関係費 180,184 1,050,000

2.寄付金収入 (76,600) (2,000,000) 会報発行費 0 800,000

寄付金収入 76,600 2,000,000 ＯＢ関係費 15,000 20,000

地域貢献費 29,925 25,000

3.広告収入 (3,000) （10000）

広告収入 3,000 10,000 2.総　会　費 0 (1,500,000)

発送運賃他 0 1,500,000

4.その他収入 (114,403) (1,505,030)

総会積立金（特別会計より） 0 1,500,000 3.管　理　費 (245,223) (388,500)

受取利息 100,403 30 会　議　費 47,208 70,000

ファイル代他 13,950 5,000 事　務　費 44,439 50,000

通　信　費 16,867 20,000

印　刷　費 1,102 2,500

交　通　費 83,331 150,000

交　際　費 28,500 30,000

慶　弔　費 16,200 16,000

雑　　　 費 7,576 50,000

4.積立・準備金 0 (700,000)

母校周年行事関係 0 200,000

総会関係 0 500,000

5.予 備 費 0 (100,000)

予　備　費 0 100,000

収入計(A) 2,222,953 5,665,030 支出計(B) 1,787,010 5,643,500

当期収支差額(A)－(B) 435,943 21,530

前期繰越金（Ｃ） 8,531,378 8,866,926

収入合計(Ｄ)＝（Ａ）＋（Ｃ） 10,754,331 14,531,956

次期繰越金(Ｄ)－(B) 8,967,321 8,888,456

平成29年度　収 支 予 算 書

　　平成29年6月1日～
　　　　　　　　　　平成30年5月31日



第６号議案 

－ 25 － 

 

 

【収入の部】 【支出の部】

1.会費収入 (2,150,000) 1.事　業　費 (1,455,000)

入会金 1,800,000 自主企画事業費 1,000,000

二十歳の同期会会費 350,000 同期会奨励金 60,000

母校関係費 350,000

2.寄付金収入 (100,000) 会報発行費 0

寄付金収入 100,000 ＯＢ関係費 20,000

地域貢献費 25,000

3.広告収入 (10,000)

広告収入 10,000 2.総　会　費 0

発送運賃他 0

4.その他収入 (5,030)

受取利息 30 3.管　理　費 (377,500)

ファイル代 5,000 会　議　費 70,000

事　務　費 50,000

通　信　費 20,000

印　刷　費 2,500

交　通　費 150,000

交　際　費 30,000

慶　弔　費 5,000

雑　　　 費 50,000

4.積立・準備金 (600,000)

母校周年行事関係 100,000

総会関係 500,000

5.予 備 費 (100,000)

予　備　費 100,000

収入計(A) 2,265,030 支出計(B) 2,532,500

当期収支差額(A)－(B) -267,470

前期繰越金（Ｃ） 8,888,456

収入合計(Ｄ)＝（Ａ）＋（Ｃ） 11,153,486

次期繰越金(Ｄ)－(B) 8,620,986

平成30年度　収 支 予 算 書

　　　　平成30年6月1日～
　　　　　　　　　　　　平成31年5月31日


